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目的のDNAを任意のベクターに載せるクローニング操作は、遺伝子工学実験における基

礎技術のひとつであり、様々な手法が存在します。その中でもPCRを用いた各種の方法は、

自由度が高く、簡便であることから近年多用されています。 

一方、PCR テクノロジーの発展は目ざましく、それぞれに特長を持った多くの種類の酵素

が存在しています。これらの中から、その性質を理解した上で、自身の用途、目的に応じた

最適の酵素を選択することが、実験の結果を左右すると言っても過言ではありません。 

今回のセミナーでは、タカラバイオの最新の PCR 酵素や Clontech の In-Fusion クローニ

ングシステムを中心に、PCR クローニングを成功させる近道をご紹介します。 

In-Fusion クローニングシステムは、1ステップの反応で、短時間に効率よく PCR断片を任

意のベクターにクローニングでき、余分な配列が付加されず、しかも定方向クローニングを

行うことができる優れた方法です。 
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